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京大北海道演習林が設Eまされている道東で，近年，普遍的な土地利用形態となった酪!践誕の形

成過程を組織するために，最寄の弥栄:l-i包援を事例的にとり上げて実態分析をした。

全体構成を日次として示すと次の如くである。

トはじめに一問題窓;識- 1I.様茶阿1の概況および「前史」 班.北海道路践業における

*の批詑 IV.弥栄地l認にみる拙股業発述史 (i)緊急入総・ IJ問妬者農業時代(昭和20年代) く以

上本;サ，以下次号予定> (ii)主潜民業時代(昭和30年代) 日iu事業本治部設時代(昭和40年以静)

V. 弥栄治区にみる酪Hl!業の現段階 (i)個別経営視点からの民家の実態と問題点 (ii) r地域酪
践J撹点からの実態分析 VI.総括

弥栄地i廷の酪践梁は，開拓者良栄一〉ミ巨資農業→専業草地自在j良へと発迷してきたのであり，林業

的には，それに照応して!県民時代一〉造林時代→脱林業時代へと推移してきている。

林業腹用労働力的には，現段i紛の弥栄にはほとんど期待できず，演穏林の造林作業l立， ζのよ

うな酪l賎業形成過穂で地域に片方で形成dれてきた林業資労働専業接聞に， il背負iζI:l:lず形で進め

られるにきまっている。

i はじめに一一fiJJ閣;立識一一

本小論の粥lの間的は，京大北海道演習林(様茶区)が授かれている「地域Jへの，社会・経
済学的接近にある。

5存者は現主i:，2弘前習林に勤務しており，当簡が多くの問題を抱えていることを焔感しているが，
その緊急で政大の課題は，演習林の存:(:E窓識を，そして，経営問機をいま少し明確にしていくこ

とにあると忠われる。

演習林の存在意義は，学生の教脊・災留用lζ，そして，個々の教官による主体的な級別試験研
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究 (ζの「自由J~を保誕ずることの重要性は，常に lí'{fl~君、しておかねばならないけれども)用に

供せられると ζろにのみあるのではなく，伺よりもそれらを包摂しての一つの生産組織体として

機能する点におると者は考えている。すなわち，教湾も個別試験研究をもそのcjJiC i溶かし込ん

でしまえるような，生産実践体(エ評議続続での経営試験体)としての主体の確定が，現がjよ

りも必要な状態にある。

京大北海道演習林が戦後当地 されて30年余になるが，いまだ経営白磁を明確に掲げてJ114

成員i濁で怒思確認をいその!ヨ棋に向けて組織的に取り組むという殿Jえを有したことがない。そ

して今，者は者なりに， ζの生jl~組織体としてのとるべき経営問機を模殺しなければならな

い立場にあると考えている O

ところでこの経営問機は，ある稜度劉定的なものとして組織を拘束しなければ意味がないが，

しかし，ある場合lこは科学技術的研究成果を踏まえて，またある場合には演習林をとりまく社会

経済的諸条件の変化の中で，常lζ関いし，位限づけ試さねばならぬものとしてある ζ とも確か

である。

社会経済的諸条例エの詑北は，何よりも当wi習林が怪かれている地域を介して羽われるし， ζの
地;械の中でなされてきた司王梁規模での経営試験の成J設は，まずもって当地域lこ巡玲されるべきも

のとしてあるであろう o しかるに，これまでのがi習林当局には，このような「地域J認識が欠如

していたと去っても過言ではない。

本小論はこのような状況のもとでの，~縞溜林をとりまく「地域」認識への社会科学的技近で

あるが，本小論のような迂閉路を一度通っておくことによって，片方で進めている~演習林戦後

初年の「経営史J的把揚が，より{係明なものとなると考える。また，将米の経営計測(経営問機
の具体化)の設定の際にも刊がしかの役に立つのではないかと考える O

とζろで，何故に事例鵡盗地をi詰襟の弥栄地区にとり，かつ，当地域をまずもって酪路地帯の

形成過渡として認識しようとしたのかについて述べておこう。

出溜1*において土地は，林業的に利用することが不文律的に決っているのであるから，演翠林
経営をとりまく地域性を，木材流通や林業労働力の地域構造として抑える方が研~の ~!t政性、

が商いかも知れない。

しかし，新転地として当地に赴在して米た者にとっては r道東は階段tfu若手なのだ」という
印象が強烈であり，その圧倒的な嵐長が，悠穏をしてそうはさせなかったo ~部留林もほぼ周聞

を牧草畑に閉まれているし，また， ;藍来の基幹産業は，現在，明らかに陥段識である O

ζれまで幾多の入槌氏後排除し締りてきた日本…自然条件の殺しいζの限界地に，牧1j1iと牛を

介して人々がはじめて定殺し，この地の自然をもgg諜化しえてきたこの過程には，発しい胤殺の
展開とは裳!院な，死よトにも{以た「労働」と rJN:.5t.Jが存在しているに迷いないとの思いがあるの
である。

ところで， .I壬波状の111の駿総にまで牧草地が仲良し，それらが天然林と人工林とともに混，在し

ているこの地の風景は， r内地」都府県の111村に問iIんできた鍛者にとって変ったものに映って仕
方がない。 f内地」都府:g誌の!.u村では， EE焔が3IZ j:.!J..t5~fζひらけ， そして沢総いの民家に近い部分

から爽へ竹林→人工林→天然林との林中m股闘が見られたはずであるo ここ北海道では，土地利用

器分は地形的特徴によって確定するのでなく，経済的糸件に応じてitまっていることは，注閉す

べきことであろう。

妬随行政下の戦前の北海道林業を境問見ても，牧場名縫での翻有未開地処分地がその後植樹地

へと起業~的の変東が行われることによって，また，そのような手続さもなく牧場の荒廃の紡糸

として森林化することによって，広汎な私有林が形成されてきたれことを知るo また， 1獄後の経
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済i結成長期に特にここ北海道では， 1設路地造林が一方において広汎に腹部してきている幻のであ

る。このように北海道では土地利用をめぐって農業と林業とが激しく交主主・交差しあう授史を有

しており，将来においてもなお流動的と去える状態にあるのである。

かっ当節関林も周辺農家の船農業への発展過渡の一時期には，相当強力な林地解放要求に誼

iIiiしたし，酪農発肢の現l段階においても根強くその要求は持続している (53年11月四日付の幸子名

嬰求あり)と見てよいであろう。

さらに，当演習林と“酪jZ'との際述，t&，で付記しておけば，役立当初の『京都大学北海道演現

林における試験研究概要』の主任期には， r混牧本~梁試験j が揚げられており， r混牧林業の経営は
北海道10日発に対して設裂なる一つの研究課題であるJと明記されている。
と ζ ろで，弥栄は~演智キ~と i可じく戦後lζ ， I日陸軍軍jお補充部地へ入植した人々によって形成

された集落で，彼等の大半ば「外地j (l f:1 iff~1'1りからの引き揚げ者によって構成されている o

f外地J 演習林(特に帥太政静林)を践失して必死の思いで幻 ζ の~\lHζ;1じ方林業の研究基地(そ

して， r外地J前穂林Ir:勤務していた職員の就労の場)を確保した本演欝林も，まさに彼等と問
機の“戦後緊急入櫛者"なのである。 ζのような「隣人Jの発展ぷりは，大いに気にかかって当

然であろう(近年の~蹴静林の年間収入は，弥栄j良家の 1 戸分のそれにも満たない)。

さらに， ~fr 政調林の宮行li庁伐 11寺代には，林主主労慾百iïで U%jm~ ，収監調査会事)弥栄地誌の農家に

依存するところが大きかったし，入林毅視体制，火防巡視体制!のl部でも大いに依存してきている。

弥栄は，演習林にとって段もつながりの深い集落と云えるのである。

この弥栄地区は入J後者によって森林が伐り防かれ，現在，専C~良部践3誌による酪農地擦が形成さ

れるに怒っているのであるが，この形成過穂で「林業」はいかなる位践を占めたかは，また，林

梁サイ jqと身を耀く者にとって気になる ζ とである。

本IHJに所在する標茶営林幸子ば，合間にその4討を知られた fパイロット・フォレストJ引をj~lrr し

ているが，これはもともと絞釧地域の「寒冷股紫綬営の安定のための指楳林Jとして命名された

ものであるのすなわち，当時「怨冷な ζの地方の賎業経営は，今後においては法~I::とも林業号取

り入れた箆，務，林の多角経営で進む以外に営農は成立しないJと考えられ，その一方で農家が
「もっとも手掛けやすいと考えられるカラマツ造林に対しですら，年々野鼠の等による不成樹

のため，全く悶{設を失っているJといった状態にあったために関有林が， r立派な造林地をネく
っくり，民間の股5誌の人々に模祁を示さなければならないj5)として取り組まれたものである。

また，北大の加納瓦会らは…主uの「開拓地農家経営における農林提諮に関する実態調査Jを行
ない， ~~弥栄開拓地にも28~に締まぎに入り， r林野を切り高liしでは民家経営は絶対に成り立たな
いJとのrmH水胞腕Jの規点から， 内容11において緋 ， 林業の三三者がいかな

る有識的結合を保ちつつ営!肢が進められつつあるかを観察研究Jした論文目)を発表している。
昭和初年前半まで当地域は，このような刊を代jとしてあってのであり，本小flliuの部1の尽的

るに， ζのようなれ時代jと混在との拍Hr:はどのようなl時代法が生じ，また，そのプロセ
スはどのようなものであったかの腔史的輪郭を陥き，当演習林が設かれている「地域j性の認、織

を深めようとしたものである O

ところで，会く紫誕のない拙終業に擬する実態鵡授を今聞やってみようとした背後には，上述

したものとは少々呉なる問題;滋識も存和したο このことに閲して次に触れておく O

林業政策の中心は「地域林業」の育成強化へと転換してきておりへ 今や研究者におい

ても瀦々の「地域林業j総が流行の域にまで述している O

地j戒を見戒しの探li合とする「地域林業j視点を袈求する現実性が，確かに存在しているのであ

るが，これら「地域林業」政策論のi喰には，先行する形で拠出され実行されてきた「地域農業j，
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「地域農政Jからの影響が強く作用し， 11寺にはこの受け宛り的「地域林業J読者も流布している。
このような状況のもとで最近 r地域藤栄」政策(そして地域主義)からの発想の「爽維物j
を取り除いて，林業政策の現段階の本質的把握に迫らねばならないとする観点からの論文れと，

「地域藤議J論と窓織的に対比する ζとによって「地域林業J総の邸機軌を定めようとする試
み引が現れた。

き医者にはこれら問題提起は興味深く，機会をつくって一皮，農業および農政の近年の展開を地

域レベルで具に観察してみたいと考えていた。そして，佐藤力的にも日本一ダイナミックスな発

展を遂げてきているように見うけられるこ ζ道東の酪践議は，その格好の議材として沼前~Ci慌た

わっていた。

以上提出した問題意識に対する充分な翻資研究成条が得られたかどうかについては，不慣れな

酪燦裁に関するものであったが放に甚だ凝問である。器具題設定および分析の深化は，また他日を

j明すしかない。

本主主の最後に，快く総会取り概3まに!おじて下さった弥栄の酪隣家の皆殺，色々の御配滋を賜わ

ったj製茶農協弥栄事業所，統計情報事務所探茶出強所，標茶IlIJ役場の各位，その他お世話になっ

た多くの人々に，とこに誌上を措りて心よりの櫛礼そFIヨし上げる次第である。

n 探:n;mrの概況および「前史j

機1i判官は北海道の道東部iζ位誼し， iWJI路市より北京に約50km内般に入った所にIllJの中心街を

もっ農村である O 行政国税は11万ha1こ及び， r設業務木簡資Jのための地域区分で玉三えば麟茶周
辺， 1議分内， &[別， r河j援内.JJ，I(路，御q明日，沼腕，久日，よ多和， 2iZ安出Ijから構成されている
CI玄11，関 2参照のこと)。

標茶の名はアイヌ諮の「シペッチャJ(大きな川のtrfh1の庇〉を諮源としており，それが示すよ
うに池形的には，ごFぬ火 111帯の影絡を受けた丘陵地と到lii熔川下流域を 1:1"心とする(他 lこ ~JJIj}l 1， 

別;謀辺LI二)11の水系の)11が入り込む):lj1JJl地に大別でき，多iI路川下流域ではiJllJ.iIJRが形成されている O

丘陵部は111115'は少なく，線高60m "'-'300mで，多くは丘陵起伏状の地形をなしている。

地質は概ね第4期古j悶IC崩し，J学j苅系火山氏土で綬われているが，河JII成沖積土壌が河JII?合の3]7.

mJ也に一部数私しており，また， jlJiI路JII流域には地下水位が極めてi弱い抵位泥炭が分布している。

d 

殴l 文}ア1}IJ北海道地l滋とお!i ?i~I[jJの位i設

気象的IC木町は， *長釧麟野特有の状況を

る。)~均の最高気祖は 200 C 程度で

あり，務jijHま気説上昇が還し瓦j患は太平

洋銀iI路i'!liこ発症する部会議の謬(南風が足立

び込む)で冷涼夜。延期の作物成長期の

平均混皮が 13.70Cと綴めてほし、。秋j明か

ら冬期にかけては附天が多く，乾いた北部

季節風の寒風が吹悲し， ~年'者殺は少ない。

無符期間は知.かく(6月にもしばしば|島新

をみる)，厳1~期には最低気織が-300 C 近

くに下がることも珍らしくない。根雪が避

いこともあって冬期の土竣凍結の深さは

70cm-80cm 1ζ及び， 5月IC.入つでも

に解説lしない。よって植生繁茂が巡れ，一
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i刻2 1沼茶 JI汀地図

方で内l法性気候特7釘の EIcl:J r1tll皮の急上昇，相対混成の低下 (10%を切ることもあり)が起こるた
めに， このi時期ははi火事が奨常に発住しやすい自然条件となる。持雨盤は年間1， 000 mm程度

で，~から初秋にかけてが多い。年平均気綿は 5.50 C ， r，品澄指数は 450C脱皮である。
楳茶Hげの人口は55~ f. 1 月現在で 12， 483人(住民基本合~I~屯) 0 近年その誠少率を低下させたとは

いえピーク JIをの17，424人 (35年)に較べて4，941人と28%を減じたことになる。 35年設階で1， 548 

った農家は， 55年には746戸に減少している。

現在の産業別の就業人口および住践額を示しておくと表1の如くであり，政家戸数は減じたと

はいえ栴践業による第 1 次藤栄がこのIlIJの基幹産業であることに変わりはない。1;T~2次緩議は，

雪印乳業磯分内工場・による乳製品加工および製*~.業，淡水魚の7j<í!rt加工業(鵬路的jのワカサギ)

等である。

土地利用の現状についても簡単に述べておくと， 総回硝 110，745haの地問見IJ内訳は j設用地

淡1 標茶!日Jの波梁別就業人口および生!定額 (IIIl漁154年1)~現在および 11ì'3f-1J 53年s'[)

tfO 次;rff~長

就業人口 6，220人 2，259 1，915 1，360 2.601 

(比三s) (1型Lーし空竺(型) (2日一(日
生 E差額 36，389筏万l弓 9，010 8，898 14，886 12，493 

(比本) I (100.0) (27.0) (26.6) (35.6) (37.4) 

. r探~1I1Jl見村総会主主倣2十議II愁J (昭和541f10月)より作成。
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26，678 ha (畑地21， 980 ha，採草放牧!'lI!.4，698 ha) ， 宅地等532ha， 山林原野67，908ha (うち林

野庁所管25，565ha， ll1J有**4，699ha ，京大樹祝日~1，442 ha) ，その他15，627haで， 1良家1戸当り

の経営l面積は34.5haとなっている1刷。

次にこの様茶IllJの歴史を， ζの地の風土を範解するために，そして主題である戦後段階の「前

31と」として必裂な眼りで議捕しておく o

標茶日立は121来，少数のアイヌCrJ日土人J)が蛸路，虹JJ!JIζ小部滞を形成しており 111 イ告に数戸

のアイヌ民家が散在していた訴であるが，安政年間iζ久盟(釧路)場所のi背負人であった佐野

孫布衛門が椛番屋を挫でで羽子人をi詮き，これが和人}問主のi鴎矢であった121。
その後，明治18&手lζ捌路に戸長役場が設蹴d~'t 131 ，熊l:F~寸外聞ケ村として統治されて和人によ

る本絡的開発が開始されるのであるが，戦前期は集治琉・硫黄精鈴時代と号補充脅1)0会代とK1i!ii

されよう。

J54茶の歴史は， 113治肢の囚人労働による開法的開発を放さにして諮る ζ とはできないが，昭和

28年に主主立された「様茶集治監死亡者・之碑jには次の…文が亥Jjまれている。すなわち. r;is:i道関
桁の初め明治18年9月桁殖行?刊を計って道東j沼野にお11路熊治艶の開設をj忍る。脱税ニ千名を収容

し，経営の難死地lこ活を求むるが如し。……怒米16年，道路与をi混じ河}II を治し鉱業をJJl~し功3長野i
おたら す〈なか

務なるものがあった。が1~1措命を北墳に献じ家郷帯締を見るに怒らぬ者砂らずo mJ34年9JL当

地合葬者の数五百名 lと主主し't~:t倒 Jíltえ難きものがあるj と。

ζの閤人労働は過酷をi緩めたものであった141が.rJl氏徒J1S1等の徒流刑の議312人が激i認してその
収容に簡を痛め， 一方で北海道拓嫡進3?Tの必弾性をI1?i1議していた当時の政府にとっては. r労役

ばんや

ニ堪ヘズ腿死スルモ……寓日ムヲ得ザノレ政略ナワJ (金子!lì~:;((1~111ζ よる北海道三三lj芸巡視復命脅)

として遂行されたのである。

ともあれ神戸.知に次ぐ北海道忠君子自の銭治肢として明治18年に釧路築治拡;が綴茶に投立さ

れ，間34年には網走へと移転をみるのであるが，特に米北海道の翠嬰幹線道路は，まさにこれら

鍛治践に収容され.J被安芸のi也での労力を強いられた囚人述の{，)とひきかえに閲llilJされたと去って

も過言ではない。

1流賞卒業に関しでは当初J(明治11年から創設)ば前述の佐野孫右衛門によって現弟子屈町に隠

するJIl滋のアトサヌプリ(硫黄山)において採抑が行われていたが，同;i倣銀行の山間的を絡で，
(ζの関硫貨の採釧に大抵の国人が悲惨な状態で就労させられる)明治20年にその経営権は，安

間務次郎(のちの安問財閥の始祖)に移る。彼は同年Ic1法茶iこ約到i所を投霞し， JII i協~様茶間
43. 4km K道内で3若手段の鉄道として「郵n路鉄道」を蚊設する(製品は標茶からm.認を利用して
釧路に送られた〉。当時金道服指の生践潟を跨ったが， その後初年足らずの路線経営'の後に安田

l立総選し，明治29efドに絡会長所は廃止，鉄道の運行も停止される。

なお ζの開， ドロノキ，シナノキ笥;の天然林を利用しての明光社なる?ッチ剥l木工場が27年1r.
開設(悶32年に閉鎖)されている。明治27~1I;争点で戸数370戸，人口 5， 600人に迷し，市l:!fjJ;色も形

成されて鈴1ft!おに限敵するj駁わいを没していたという。

しかし，その後上述したように純金li所の廃止， '1î~治殺の網走への移転全容が相次ぎ，一時は人口

400人 (38年)の「政Jけぬ者だけが践ったj村にと疲弊する ο そして， 乙のJ3~村状態を救ったの

が，明治41年の陸軍軍馬1i1i充部の)11上文部設置であった。

この軍潟補充部は;is:f!j告を京lと置き，本部長は路軍大j廷の隷下lとあった。日戦争の鋭利とそ

の後の特ICrt際大陸への露骨な侵略政策を背卦にして3設備拡張されていったもので，その捜{，)は

2才馬を民間からII詩人 (rお践いJニげJ)して 5才まで脊j戎訓練し， ζれを各自ji聞に補充する ζ と
にあった。従って業務の大半を占めるものは符成j誌の管理であり 16〉，務留地帯でかつミヤコザサ
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が繁茂する ζの地方は，格好の放牧地を提供していたO

このJI!J二文部の放牧地は}I!上放牧地， 1殺分内放牧地，多和放牧地17) 見窪放牧地の 4つから檎

成されており，戦後大i読者(c移管されたi時点で見ると総所較は約 1万8千ha(c及んでいた。腎球

規模は大A米持jには千踏をl越え，昭和13年の紀鍛では1，659 l出を数えている。この符1出ζ当たる

職員には i!投手J，i緋乎J()良~~!・飼料をつくる)といった「姉人J を C!J心に120名 cr協和13年)を

お!ffし，この{llHζ200人を超える「臨時人夫jを使用していたのである。

ζの}Il上文部のj隣人j誌の生斑地はよ立東の各地iこ及び，迫
毒おIIた''''し け

そして大楽毛(現在お11路市に所!むには踏の一大集散地市場が成立していた。獄m*rti充者li川上文
部は，この地の主産地形成に大きな役割を泉していたと去えるのである O

とζろでこれら馬謀は，潟E控室長ないしは箆家によって，官林や隠7符米i潟地への縦断放牧によっ

て生態される場合が多かったと玉三われ，それらのこと地は「櫛悶牧とか「日の丸牧場Jと呼ば

れていた。熊牛村における布部農業も， i突に ζの帝関牧場によって発捜したと称しでも
はないJ18)と去えよう。

，木町への最初の股業開拓移民の入絡は，明治25年のお!(路への議JI!j}，，，!:人の祭聞によって始

まっている1930 その後徐々に増加していくのであるが，一大進麗ぞみるのは昭和 3fj三"'-'6年の許

可移民20)の受け入れ期を待たねばならなかった。とりわけ虹別地区では，この期に377戸が集部

入植をしている。そして， IUJ全体として昭和10年には戸数1，682戸，人口 8，627人そ数えるに至

るのである。

自iI網線は，昭和2年に様茶までの開通を児ている。同10!'rには日本部謀総機分内工場-が， 13年

には帝舗!製月末機茶組版工場が操業を開始し， Ifげはここ (ζ によって新たなる発鹿段階を虫ずる

ようになるのであるが，これは戦後，約34，800haの米関桁L型地および滋jお補充部跡地に， 730]三ま

もの緊急、13司t{i民を迎え入れて本格化していく。

E 北海道酪j段業における道東の位

本認では2，3の統計資料を矧いて戦後の北海道郎訟の大きなお{tれを試し，その流れの中で

道東はどのような依i設そ 15めて~たかを見ておきたい。

関3!ま，会選と怠'1~llIJ の乳牛筒義民家数および例議!戎Lj二期数の H~移をえミしたものである。

数の減少傾向と飼議乳牛の多i1J'i化現象は一関i絞然であろう G

昭和初年時点、で北海道の陥農は「成牛5額制続」となり，従米の話IJ設的務縮性を脱却して経営

の:::1::袈都内として成立した21)と見てよいであろう(会滋平均で 17づきjり4.2閥)。そしてそれ以降

飼縫顕数は， iゴーノレなさ拡大jと表現される急成長を示すことになる。 昭和55年には成牛飼縫

顕数が，公選で50万踏羽と40年の2.9{f!，:tこ，閉じく jy]{Jí~ II!Jのそれも 2万1

る(袋2参j問。

と3.9{f!rになってく

，乳牛創設段家数は現までIT{Ii'J日こ減じてきている。公道で40年の46%に，主主茶11汀でも40

年の66%にとなっており，これらの結県当然にも，…戸当り削漣乳LI二部数の{Iドび(ま全体としてf誌

の(111びぞ上まわったものとなっている。昭和55年で，合認では401)"'.の6.3{;'1の26.4i1JV戸，総茶IIIJ

でも5.9倍の32.5政/戸のJ&;乳午が制強されるに沼っているのであお

そして， ζの農家戸数の減少と一戸当りの飼英則数の地方IJは，いわゆる「分解説納」そ明瞭に

持って使関してきている。すなわち，ある

れ以上の}認は確実に増加しているという法制が常に

ある O

下のL宮家数は前年より縦突に減少し，そ

し，その恭jl~1Jが年々上1J/・をしてきたので
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北海E滋および線茶i町・における成乳牛飼育燦家数とその頭数の推移

IIIl55 総50i潟40:J5 

図3

北海滋および綴茶町における筑LAl牛飼後状況の封ii移

"f-55 年

25，563( 55) 

50 
a
帽

A

F
作
品45 ロド

F
h
L
 40 11召和35"1~

表2

-く 〉内は， 35年統計に成*-1乙|潟ずる数儲が計上されていないために， 40年の稔乳Jt]Lドに対
ずる成*のJ:l二本をmいて鉱山した数俄である O
ベ )内は， 401手持を100としたfR数。
• L災業務本総資およびセンサスより作成。
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50鎖以上
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10-14 

15-19 

20-24 

25-29 

30---39 

40---49 

50額以上

・1別立は戸数

表3 北海道における成乳牛飼毅階路別段富良数の撚移

三々

( )内は校法定11町
センサスより{'pJlX

(32)1 1，837 

(40川1，934 

(60)1 1， 926 

(97) 

95 

議3はそのことを示している。によって諮問足分の仕方が相iきするために少々読みにくいが，

例えば46 iドでは 15--....19顕から上の I~~\' J滋がすべて前年よりも増加し，それ米櫛J~i はすべて減少を訴

しているo

合選{自に見てJ1H羽145i[=.の分解説il!llr(ま10期間近にあり， 46"'-'481:1".では15Iぎi，49"-'5061'で20¥iFL51 

"'-'536ドで25翻となり，そして54年には30額約近にと l二釘ーしてきているっすなわち，現有:では30"'-'

39頭以上胞の段霊祭ば増加し， 25.....，29関oγ脳はおt少のー迭を辿りつつあると胤われるのぜある。
とζ ろで，先のasl3で送金体と椋茶IIIJを比較してみると 1 1~:{ 茶IlìJの字LJTJLj::数 0)-(111びは常に迎会

f*をJ二まわり，誌減少本については道，Cfごまわる知[I:司にあることが分るつこのごく鮪ttiな2つ

の惚根からも，北海道の際政設はかなりの地域澄与を持って展開してきたことそ推裂しうるのであ

る。よって次に，この点を少し考察しておくことにする。

表 4 は文庁1Ì1:にとった釘j礎学LLj::の地域別シェアー (25 1:i~ と 35年の統計には成牛頭数が計上され
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表4 飼主義手し周牛(合符成牛)立員数の地域別シェアおよび地域J.lIJl戸巡り飼養頭数のitll移

会滋

お狩

i1支 j込

約 111

後志

2設知

上 JII

惚iVT

宗谷

網走

JJ日披

E! 高

十勝

お11 路

根お.

i昭和 25年! 35 年
100.0 100.0 
(2.1) (3.1) 

9.3 6.7 
(3.1) (3.3) 

8.4 6.2 
(2.5) (3.3) 

3.4 2.9 
(1.8) (2.5) 

3.6 3.1 
(1. 8) (2.6) 

4.3 4.4 
(1.9) (2.3) 

5.9 7.8 
(1. 6) (2.4) 

2.9 2.8 
(1. 7) (3.0) 

4.6 5. 1 
(2.0) (3.4) 

13.2 14.7 
(2.0) (3.0) 

5.7 4.2 
(2.4) (3.4) 

4.5 5.0 
(1.8) (2.8) 

14.0 15.3 
(1. 9) (3.0) 

11. 1 11. 4 
(2.3) (4.2) 

9.1 10.4 
(2.4) (4.8) 

-単位は%と獄数， ( ) I々がilJj数0
.Jl!i.$，tセンサスより作成。

40 年

100.0 
(6.1) 

5.2 
(6.0) 

5.5 
(5.1) 

2.3 
(4.0) 

2.5 
(4.8) 

2.3 
(3.7) 

6.4 
(4.3) 

3.6 
(7.1) 

6.4 
(7.7) 

16.4 
(5.9) 

3.2 
(5‘9) 

4. 1 
(4.4) 

18.7 
(6.0) 

1l.4 
(8.0) 

12.0 
(10.0) 

45 i~ 50 ijo 55 年

100.0 100.0 100.0 
(11.9) (23.2) (36.3) 

3.9 2.9 2.6 
(11.6) (20.0) (29.9) 

4.0 3.3 3.1 
(7.9) (13.0) (19.7) 

1.3 1.1 1.0 
(6.1) (1l.1) (17. 1) 

1.9 1.5 1.4 
(7.5) (13.4) (23.9) 

1.2 1.3 1.1 
(6.7) (15.8) (26.5) 

4.7 4.8 4.4 
げ.6) (15.9) (25.9) 

3.6 3.7 3.8 
(15.6) (30.1) (44.3) 

7.2 7.8 7.8 
(15.8) (30.0) (41. 4) 

17.1 16.2 15.2 
(11. 5) (22.1) (33.0) 

2.8 2. 1 2.0 
(10.2) (17.0) (29.4.) 

2.7 1.9 1.8 
(6.8) (11.1) (20.7) 

22.2 22.4 23.0 
(11.1) (21.9) (35.9) 

12.6 13.4 13.6 
(16.2) (29.4) (41. 5) 

14.8 17.6 19.2 
(22.1) (40.9) (58.6) 

ていないために， i守成!i::をも合めた数倣で示した)の推移である。表で見.(5如く遊中央部(お狩

認知，上JII，日前)や，道南部(i皮島， tW'flll，後忠， JJ立綴)の地域の!fu繰低下が防虫ち， 1日関西存
農地域であるお狩，波l効も例外ではない。それに対して道東部，滋北部の前進が著しい。 i昭和55

l立会よ首の71%の乳牛が十勝，網走， iV!I n札根窓のよ立東抗告に集I:!Jする状況をA:する ζ とになる。
昭和初年以持の成乳牛関数の{Ijlびおよびj良家数の推移を地域別に児たのが表5である。 401:1ミから

55年の15 1，判!自に 3 侍現上の増加会示したのは，やはり部TVj，宗谷の道北 ~fl~，十勝，到!I路，絞怒の

滋東部の地域であった。一方，お狩地域はこの間25%，波j誌地域は59%の成長会見ただけである。

そしてζの出J，出家の減少もこれら侭成長の地域で努しく，告知地域では40年当時の19%にまで
減じ，日高J:ilif戒では26%，石狩，約rLI地域でも28%にまで減じたのである。

ところで，これら乳用ll:::.の多強化と段家戸数の減少は， iI担割によって地域によってそのテンポ

を奥にしている。同じく表51ζ示したように多顕化のテンポは， 40年代前半に急端であり，以後
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若ミ5 ぎし用Lj:(成4二)およびその問後段2誌の地域別.1制約別地対i

飼務手LfflL!二(Jlx;Li二)iiJl数比機 }災ネ飼終段家数比 Eね

55irミ/40:lì~ 45年/401:r~ 50if/45{f-55年/50生存 55;1"./40年 45lCf:/40年 50年/45'1"-55年/50主iミ

:1:遊 286 185 130 119 46 85 69 78 

石狩 125 139 92 97 28 69 57 72 
波 j活 159 133 107 111 37 76 65 74 

j合iJ-! 128 103 122 102 28 60 65 71 

後 25 177 144 106 116 32 84 59 65 

空知 132 92 141 101 19 50 62 63 

上川i 215 134 137 116 34 70 67 72 

初r iW 316 181 142 123 46 76 73 82 

祭主主 341 217 141 111 58 90 75 86 

統iえ3 274 194 122 116 48 92 67 78 

IJll ~渓 161 160 92 110 33 83 58 70 

日 目安 126 121 92 114 26 72 57 63 

十Il券 351 217 128 127 54 105 68 76 

到11 路 318 204 146 107 58 88 78 84 

綴議 226 155 132 69 91 84 90 

-1ji伎は%。
-淡翼民センサスより作成。

その速度当を減じる。そして近年，お狩.JJ旦披，日高のぞ手地域のように，絶対数として減少してい

る所も生じてきている。

それにしても40年から45年にかけての乳牛飼議室員数のや11びは著しく，この 5 開lこ送球部，道

北部の各地域はほぼ倍増するのであるが，これらの中で十勝と網走の地域はもともと:J:ll1fF経が

逃んでいた地域であり，この聞にキI~~ の出家がJ:!B1'r:から航路へとの転換，ないしは従来の経営へ
はたら〈

の酪政務l;rうの組み入れ (r:lUl賂J!1~業)を行なったものと思われあ O この|間の網走地域の航路家

戸数の減少は8%に留まり，十勝地域ではむしろ 5%の地加をみている。

北海道における飴践はもともと，杉や粗飼料作のないrl1:fL謀議経常(もっぱら購入銅料に依
存)の方向では発j廷してこなかった。すなわち北海道における乳月刊二郎議は，飼料作(特に牧箪)

への依存が緩めて大きなものとしてある。よって，ここではデータを示すことは省略するが， J二

け3もできた乳用4:創設の多鎖化現象は，一方で綴i泣'杉I'!訟のi出i臨拡大をなって進行しており，ま
た，そうする必袈があったのである。そして，かかる拡大に対ずる制約のより少ない(地代の吹

い)地域へと酪農地慌の立地移動そDl;きi起こしたと公えるのである。

ところで， r限界地帯jとしての道東部221 特に ~1，凶1[地域は， ζの陥践のfLJU!，移動を受けとめ

るに絡的:の場所であった。一方には近年まで米地が広大に践されていたし，またこの限界地

帯では下関零細践の没落はストレート lζ隙践に結びつき231 このことは跡地取得による

の錦織拡大を可能にしてきたO そして，上からの政策的諸Jii訟も特にこのJ訟に滋点的に施される O

ζの地域は30年代には，当時の実現努力闘機モデルとしてのパイロット・ファームを臨していた

し， 40年代には新酪農村建設の~~合にもなっている 24)。

そして，先の表5で見たようにこの道東部(特に根おI[)の酷段隊j長率が他地域に較べて一段と

低く， 40年当時の 6割水機を現在保持しえている O これは，一つにはこの地域が格段でしかやっ

ていさえないために部践に結っている話きであり，他方では，大規模な草子議院j議家を成立させての

酪農地帯を形成せしめたがゆえの紡泉でもある。
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以上簡単に，北海道幣農業における道東の(立援を烏険してきたが，以上のことからも道東

もドラスチック lこ酪燥地帯を形成してきた地域と云えそうである。以下，どのようなプロセスを

とって，このミ地帯が形成されてきたのかを，そして，現段階でどのような問題を抱えている

のかを，より災態に接近した形で係っていきたい。この際，第 1浴マ述べた問題意識を背後に持

ちつつ，綴茶 IIl]羽;栄地区 lζ ヰ~:，fý1J をとって行なっていく。

れ「 弥栄地区にみる略農業発達史

(i) 緊急入植・開拓者農業時代(昭和20fj三代)

戦後本nlHま，年々多数の入1護者を迎え，践家の6割余が戦後関航者によって占められることに
なるっそして.20年代の標茶II1Jは.I}司tT:i者践3誌の日なと称しても誇張ではない山状出を塾するので

ある

!J~J~栄J也!芝はJìí]W の関 2 Iこ示した立Ilく，機1i~n汀市街地から北 6.-....15km にJ1~がってfIr. i援しており

(行政集務手うとしてはよ多和).やはり戦後の関部地としてかれた所であるつ

22年{立に初の447ゴの入植が行なわれ，以後34年度までに年 1.-....2戸の追加入総が続き，合計で

65戸.の人組農家をみるのである。そして，彼等:のうち52戸が山形県，新潟県，岩手日芸名北方邸

中心の出身者で，かっ. I日満州からのIJ別行引揚者によって占められていた。 とりわけ，印刷、I'IJ
い1>~か

開:f'(iの第一次武装移民間であった弥栄開釘関員が29戸を数え(沼地区の「弥栄j名はこれに出来

する).さらに 5戸の fli;M球関与;汗少年議jj}I~家 J 1:1-1身も合まれていた。

「総ナI'IJI~m桁の阪幾な状況や，その存訟の部地政との関係，開持者家族の終戦引揚I!守の悲惨さ

笥:について近年多くの出版物が刊行されだし，徐々にその災態と本質が l泊らかになりつつある

が26¥ ともあれ旧日本術|刻主義による大限伎i協の最先端の修寂坊を瀦ってきた人々によって，当

地の路U~が怒われることになる。

しかも， )己「満列、IJ開拓移住趨J;tgi調査JJIの総括班長であり，のちの「満州J悶政府機劉の閲釘
研究所所長であった中村孝二郎に「指導Jされての入植であり，氏も昭和32年まで10年間現地生
活をし，その任にあたったのである27}Q

ところで，緊急開;行事業にはじまった戦後の北海道の米関地は，もはや劣悪な自然条件のもの

に符IIJえされてしまっていたと云えよう。冷詩凶作はそこでは，激しいかたちをとってあらわれる。

対自然関係を変えない限り，それらの土地は限界以下の土地に閣まらざるをえないものとしてあ

ったのである。

ζの弥栄の地もtf}2 で触れたように厳しい自然条件そ背負った限界j良染地として必り，火山

灰土壌や~員1fßずる冷容のことを，gg唱えれば，この地の2完全適作物として，地下部分をi訳穫する絞議

鍛(特に謝菜とji;鈴者)と&却を利泊ずる牧主衣類をr:1J心に考えることが当然である28)。よってこ
ζ 〈しゅ《

の地域での誌はほ別交政議(絞はR鎖の総事J')ではなくて設業」でなければならない

であろうことは光分予想されたことであった。

しかし，さしたる替えもなく「線一民:Jの身で，しかも森林地持;に入糊した彼等にとって，そ

のような f営践j形態にまでもっていくことは務易なことではなかった。ヨミ音i箆議の段階lζ逃す

るのは30年代に入ってからであり，当初は伐り拓いた土地にまず，自主合住活用のソパを掛かねば

ならなかったし， ，1認鈴容の他lこも小裁や菜主主も作らねばならなかった。役潜としての馬の銅料用

の燕麦粉作も欠かせぬものであった。

20年代後半の~側部地の土地illi1誌は 2， 30011なで，このうち綴人割当地が1， 100 IUJ (1戸当りほ

ぼ20lllJ。ただし初期には約101il]の個人分配であった)， 23年役立の弥栄開拓段協の所有地が1， 250 



表6 弥栄j:ful玄j足量誌の作付状況(昭和28i!三)

農家者?号 ぬ 1 No. 2 ぬ 3 ぬ 4 No. 5 Nα6 No. 7 ぬ 81No. 9 No.IO 

メミ 炎 2. 一 2.2 3.5 2.0 0.3 1.0 4.0 

炎 5.0 2.5 2.0 4.0 1.0 3.5 2.0 1.0 1.5 

ソ ノイ 3.0 3.0 4.0 5.0 

大 王子. 1.0 2.5 5.0 2.0 1.5 1.5 1.0 1.5 I 1. 0 0.5 

E 0.5 1.5 0.2 1.0 0.5 1.6 O. 5 

3l1~ 'ii. 3・0 4.0 1.0 2.0 3.0 1.0 1.2 1.0 2.0 

トーモロコシ 1.0 2. 5 2.0 2.0 0.8 1.5 1.0 1.0 

イ ナキピ 3.5 2.0 2.0 2.0 2.5 2.5 2.0 O. 5 1.5 0.8 

"同d 宮 金告 設寸ふ立a 6.0 5.0 4.5 5.0 6.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 

ピ 2.0 3.0 2.0 4.0 2.5 2.3 2.6 2.0 1.5 2.0 

ア て'7 1.0 2.0 山一泊 1.0 1.5 

二E ンノf ク 3.0 I 3.0 '5.0 6.0 6.0 4.5 3.5 

テ'ントコーン 1.5 1.0 3.0 3.5 1.0 ~.? I ~.? I 1. 5 
ヒ エ 5.0 I 3.0 4.0 3.0 1.0 I 1.5 

ルタパカ，飼料カブ 2.5 2.0 2.3 2.0 3.0 1.0 1.0 2.5 

野菜〈カボチャを含む〕 3.0 2.5 2.5 5.0 2.0 1.0 2.0 3.0 2.0 

総 Jl目 2.0 1.5 

牧 主詳 35.0 15.0 20.0 9.0 2.0 。7.0 6.0 1.5 
1!i・ 78.0 58.5 51. 0 49.0 46.2 44.8 45.2 28.8 28.5 24.3 

• E終伎は反。
・犯料カブと総JJ巴はほとんど浪治ぢれる。
・力n約]{会・小問熊谷¥fn日ぶ地践活:経営における!良林挺般に関する災態調査(I)Jより
51問。
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平均

1.9 

2.3 

1.8 

1.7 

0.5 

1.8 

1.4 

1.9 

4.5 

2.4 

O. 5 

3.8 

1.7 

1.8 

2.1 

2.5 

0.3 

12.5 

45.4 

nlrであった29)。個人割当された土地は20年代 (22"'-'29年)に全体として 331.5ha の開懇が行な
われ30) これは年40haのペースであり，一戸当りで年115に約0.74ha{なが関製されたことになる O

そして， 20年代後半には若手段家は 4"'-'6 haの耕地を所有するにききるのである。

前述したように加納らは， 28flQO月に当地区に鵡資に入り，全農家56戸のうちから10戸を選ん

で28f1三度の作付状況を]泌さ出している。決6がその状況である O 牧草}fuが民家平均で12.51又と殺

も大きく，次に15鈴111:，様変といったところが大きL、。ビート(樹*)， I阪府， J必鈴斡特;!ζ者/)

府県への摺乎)は換金作物である。牛よ誌のいる有怠2誌のため水虫，デントコーン， ヒヱ，銅料
カブといった作付iT!I積も大きく，ーガで他の1m家JTJ作物もいまだかなりの附績で作付されていた

ζ とが分る31}O

当初のは鍛と鍛で森林伐倒に挑み，向EH散と称、せられる鈎;…アで抜根と耕地の手起し作業

が行なわれたが，ほど無くこの過程にが導入されるっそしてほほ 1戸に付き 2"'-'3閣の応が銅

され 2顕だてでプラオーを曳かせることが一般的になってくる。設も労背を裂した抜根作業も

jお力を利用して進められることになる。とこの応の購入には3万円程度 (20年代前半)裂し，潟は

当時20年代の開拓民家にとっては一大財・躍であり，かっ，欠かせぬものであった。

京大;1と海遊説i習;/*は， 27"'-'36年iこはかなりの:抵の官行研伐を実施していたが，この木材髄出j品

枝にはこれらの仁1:1のJITl強な潟が使用され (f主党Jなる民搬)，弥栄地I乏からも数戸の農家である
が常時冬期にこの潟j般に従事する者が存在した。ご忠良には玉犠への杭み込み笥;の高度の技能と!;~\

~!が必裂であり，また，地 11:\作業j自には特に燕潔などの朗料を大裁に与えねばならぬこともあっ

たのであるが，それにしても一般維役人夫交が日に 400円であり，木材伐採犬でも 700円程度し
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表7 弥栄地区燐家の現金収入 (27年10月"'-'28年9月)

2芸家品 Jiラ

拶l総収入

米首&~ Jl又入

林議収入

賞労働収入

補助金収入

保 i決金収入

I No. 5 I i¥1o. 6 I No. 7 I No. 8 I No. 9 I No.10 I +1勾
お61 20卜
4871 71 

7041 1. 225 

531 6151 24 

240 

特殊職業その他収入

合計

-単位は100内， ( )内は%。
-加納1毛会・;J、i兇|波紋 前掲論文より引用。

か稼ぎ 111 せない時代 tC:: 3~曳潟は1， 600 f弓水準の iヨ~をひきI:Bしていたのであり (27年波i慣習林

資料による)， ζのことからもj液惑期の応を使つての労働の厳しさとj認の賞設さの…端がうかが

えるのである O

ところで，森林の開銀逃租で脱出される木材与を利用しての製決は，王手や22年の冬から始められ，

23fFよりj史認の製造が漸次進み， 28年には401去を数えるo そして28ft三皮冬期には
i思決jとして築:主投1f1i助を受けたこともあって， 30年前後期には木炭生践の;投j説期を迎える。

それはあくまで副議的製民の域を出るものではなく， 30{災腕きの認を 2~長ほど所有しての年

500依根度の生産であった。が，しかし， このような閲桁民による製炭のj玄汎な存在と他地区で

のこれらとほぼ生政総i遣において悶ほの企業製災の存夜によって，緑茶IlIJは北海道における戦後

段大の木炭生蹴地を誇り，昭和30年度の全治生産殻324万伎の約20%を占めるに巡っていたので

ある32)。

このように入植者は20年・代において限強， jj終段， J.0T穏， に労働を住吉f込んでいたのである

が，どのような部強と滋の現金i浪人を得ていたであろうか。先と判じ10戸の農家で28年翻査にお

けるその状態を見ると議7の如くである。

この去でるように当時の現金収入では，林業叙入が殺も重要な地伎を占めていた ζ とは明白

である。そして， ζの林議j鼠入には一部用材販売や淵絞による収入も含まれるが，大半(74%)

l立木mr誠亮による叙入であった。
当i り平均年i院は24万 5 千 Pj~Çîであったが，次いでー多い部門

よる:tYHlli収入でおり，それらは全体の24%を占めている。
初来， IlI1M誌の販売に

による平均収入はいまだ11%の2万5千内弱に閣まっており，うち牛乳版苑i収入は13，400

i弓と全体の 5%を占めるに過ぎない。なお賃労働収入は2戸が冬季の林業労働に従事して得たも

のであり，他はすべて組合への義務的出役としての収入である。ここ弥栄地[去には当時，究労働

(ζの地方では「出国とりJと呼ばれる)の機会が木材の伐/:1:'.生殺を中心になくはなかったが，そ

のような山市とりに出ることは開懇を放楽するに等しかったのであり，もっぱら当時の「副議J

は製践であったのである。

当時の民家の「収入Jを，間街路協を通じたもので押えなおしておくと表8の如くである。 29
と30年に「冷密資金Jが特加に導入されたために長期借入金(捌協からは貸出奇謀議)が著しく

11反らんでいる。木炭はこの間結股協以外のノレートでも相当IJ:¥荷されていたが(聞協のシ且アーは
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表8 開拓!段昔話そ介しての体栄 j也院の「収入J

合 苦1・

2i協8 和q~ 66Fヨ 1. 624 2，021 2，(83 92 1， 124 1， 173 544 。9，378 
17) 21) 1) 12) 13) (6) (0) (100) 

29 年 71 3，408 1，(31 61 3，081 2，(1 125 971 l，( 159 。12，106 
28) 1) 25) 8) (8) 10) (0) (100) 

30 年 68 I 5'r~~~ l'r~~~ 2'r~~~ 3'r~~~ l'r~~~ l'r~~心158i15， 889
(35) (10) 114) 1 (20) I (10) 1 Cl1) 1 (0) 1 (100) 

・単位は千円， ( )内は%。

・組合j'(tr.は機分内の一部s戸が含まれている。
.29年， 30"f.~こは冷号容による fì令潜資会j が導入されているため長期借入金が忽明治している。
・3間持Iis)J金を受けた閑談rr百ftHま28年が61.31!1J， 29年カ~39.4U1J， 30作ぬ~43. 5111J。
・弥栄開拓農協『業務総会議'，]より作成。

年によって変動があったが約3割程度だったという)， ζの表でほぼ当時の弥栄の談機を撚

ることができるであろう。

すなわち，入機当初は長補助金および政府資金33)によって関懇，践をなし， s給作の他に
馬鈴甜菜， Ëf五月末 (illiJ成は当時機1í~111J全体としては相当盛んであったが弥栄ではそれほど作ら

れはしなかった)の換金作を作付し，そして製災によって(これらに一部高IJ業的潟!濯が加わり)

生計をたてていたのであるが， 20年代後半にはそこに粥践による収入がつけ加わってくるのであ

る。後述することであるが， 27年9月に牛乳処理i9i'が蕗戒し， 28:l:t 6月から木絡的l乙築学しそ開始

したこともあって，それ以降，牛乳販売設が忽増していくことが表にもよく現われている。しか

し，現在と比して飴践がいかにも低水準で，いまだrli'i安状態にしかなかったことも確認しうるで
あろう O 次にこの20年代の出践について述べておこう。

~弥栄開拓地に初めて乳)l1 L!二が導入されたのは22年の秋であり，食粒欠乏の設中の自分速の栄

議長11給を考えて， 111形県伊¥:!l}の一つの斑が虹おIJから搾乳牛2踏を購入したものである。特に幼児

を中心に弱虫 ~ζ生産手しが配給される形での乳牛鍋背のl1l発であった。次に246:1'-に， 23 1:j三度 I~言問

者資金融資によって7戸が2才牛を導入している O

20年代の:JlLYHL:f二の導入はほぼ「制度牛Jのみと見てよいが，その年度別導入数は表9の如くで
ある。貸付バニとは，例えば「滋有牝LI二貸付事業Jにみるように， i誌が牝牛を市 11lJ~寸・良協等iζ貸

付け，その市町村・ j長協が良2誌に対して銅謎管壊を委託する形式をとり， {合5芝者lま5年以内lζ

生まれたqじ艇を返納すれば， f品fS芝牛の無償払下げをうりられる34)といった仕組みのもとに導入さ
れたものであった(このような現物貸与が当時多かった)。

昭和24........25年頃まで住m詳しは，もっぱら自家用ないしは地区内の欽月11こ消践されていたのであ
るが，乳牛の頭数も次郎に増え，やがて仙地域への出荷阪を志向するようになる。しかし，ク

決9 'rlilJ Iit 1夜類別の手Lm tド選手入数の j!li移

ff. Iit 23注医民也厄j到到到竺i到竺民医137138139
開拓者主主念

巡有貸付1:1::.

IUJ有貸付Jや

i護符貸付牛

-単位は頭数。
-弥栄部務会開口泌三十年jp. 52より引用。

15 
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ロパー・パタ…(現溜印字し議)機茶t;I~乳所までの出荷は思うにまかせなかった。そこで前にも触

れた牛乳処理話?を当:l:l!!.1茎!々に設慢しなければという気迎が高まり，関農協事業として取り組む

ことになる。

この牛乳処理とは，牛乳そ分言語織を償問して乳1]設(クリーム)と脱IJお乳{こ分離処理する ζ とで，

は約1割にまで減じる o このク 1)ームは鴎欽パスで機茶駅まで搬出され，それよりは

筑摩で釧路のクローパー・バター工場に出認される。そして，脱脂乳は持ち紛られて紙牛，n本，
鵡等の飼料として使用する。このような体制がここに繋ったのである。

牛乳の受入れは午前6時現から 811寺頃までで， ζ のi時間になると組合員が馬車に輸送倍を積ん

で続々と ;ljIî めかけ，間分i丞で手磁分完投機与を交替で趨し，締りには還元)]J~)l旨乳を持ち帰ったという。

操3誌の始まった頃の地主主のrj~乳牛は27耳炎{立で 2 立夏以上前殺している幾家はなく，処理所の受入

は15戸， 2 Eliこl剖の受入れであった3510 29年援の集荷散は 110トンで，乙の期の地l窓会{本の阪

現租の農家1戸分の約半分といった水準にあったのである。

以上見てきたように.20年代の人組者は森林に立ち向かい，その立木司会戊倒して開黙すること

を所J~J の問'内としてギ背な労{ill)Hζ露}Jんでいたのであるが，その袋詰はまさに「立木に j犬けられJ36}

てのものであった。森林は製災用原料を提供したし，また，彼等の家主誌の議材をl闘機{ねな形で提

供した。ハンノキは細工のしやすい格好の板材になったし，ナラは土台やね:i:;jo1こ，そして街生し
た )<'0ノキ，シラカパはタノレキ材として利用され，設はJ議総に般かれたのである。人々はまた，

森に入って総(特に鱒)を漁り. 111菜を採取した。それらは日常の生活をするになくてはならぬ

ものであった。この時代の森林はまさにiJjJ(法的な強E岩手段として段認していたと云えるであろう。

なお，前述の牛乳処理所の他に，この 11寺代の r9~jj石i誌協の利用

(製品o' 製粉，搾必1等)， 

として木工(製材を合む)，

，民共修理，建築m小金共
製作)が操業し，地域の共同利用施設として欠くことのできぬものとなっていたことを付け加え

ておく。(以下次号予定〉
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にあり，魚=Î総がたくさん獲れて干し場のある場所の~I沫をもっ。
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15) 佐賀の乱， jJj:j溺の役，自由民総;巡鋭jと続く政治そして経済の激動郊であったことを怨起せよ。
16) :;日IJ!;持i充部i絞員の後藤滋策氏(71才) によると 1牧区に 100顕依づっ放f号されており，そこに4""6
人づつの牧乎がいて淑，カノレシュウム，水を勾えていた。 日((21gBま1おめで水をやり，Ji誌の状態そ見る
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ぷん合ゅう
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ぬい
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24) ノfイロット・ファームは別海IIIJJ)，(PH也i泊こ機謝野j怒と!I~I!コ投資のモデルケースとして建設されたもので，

~初~I閣では成乳牛(ジャージー総)で10磁，緋地JJI秘寸:14haの EJ; Jlll ((也にJ応， Jば，めんネがいる〉
をiヨざし， 31年皮より入~fii，約400;況の rrjl)l引を創設せんとしたものである。一方，新商品燦やj とは rJ広
域i~~1.良開発感染J のi滋祢で，線設j色J1llìJlI.!:JB泌総ざる公i立iが本業主体となって「大型でï\ミ能率の議m.経常時J
を準急lζ続出するための各議ぷ主義を行なっている(48.-..-55年JJk:)0おざ、ち「法本Igl災類裂は，1.込業従事務2人
で経営J.l込用地50ha，乳牛(;J， )レスタイン草fi:)飼殺到i数68翻(うち成牛50~Ü ， 年間生乳滋220tの自在民主思
議緩?きで，一拳にこの筑波を犯った94戸の「的}JIJ建売牧滋j(これだけの一戸分処滋賀が1tG{ 6千万円〉
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25) 加納認会・小限務滅 的j{grr命文， p 630なお本以は， この論文と弥栄!cfll務会線三十"+:..]1977，中村
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28) r.t村君主二郎 [J(J鈎j!l:， p 2520 
29) 加納]、じさな・小限1談話災 前倒論文， p 570 
30) 弥栄官11務会的掲設， P 1420 
3D W. H fえの認でiま， ~I!寺のヨ:::j誌は次のようなものであった。初は災 7 分米 3 分の番号j飯。感は「そばぴんJ
で，そば粉をボーJレののに入れてJi党Jjl'i手しでとき， ij~ft サッカリンを加えて続ストーブに乗せて品以、たも
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32) 小関降f~t ・箱，知支 「水}えの生政流巡機織…北海巡叙|路線機茶i!lJの級王立…j，r1ネ淡経済j1957， 10月号，
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33) 1l1JJ:i5お資金融通法(昭和22年)に準ぬして貸出されたもので，うち一般'滋j込資金は現金貸出であったが，
{取は燥機具，語気後，ニ.I:J.炎改良資材者;の泌物文絵形態与をとった。

34) !-見放

Resume 

The Hokkaido Experiment Forestry of Kyoto University is situated in芯asternHokkaido， 

where the dairy-farming has developed as the most basic industry and farmers have con-

tinuously made pastures [ro111 forest lands. Then in this district， there is a competitive 
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reJationship between the forestry and the dairy吟 farmingabout the uti1ization of the forest 

lands. But on the other hand， at a certain stage of the development the forestry played an 

important role for the farmer's management. 

The author investigated Iyasaka， the nearest vil1age from our Experiment Forest this 

time， and made a research on the actual condition of the historical process of the dairy-

farming development. 1n this paper the author mentioned about the condition before the 

stage in which the special dairy-farming has been formed. 

The settlers b巴ganthe exploitation work from 1947 in Iyasaka， and about for ten years 

their cash income mainly depended upon the sale of forest products， especially charcoal 

making. 




